
臨床研究「データマイニング手法を用いた多項目自動血球分析装置 XN シリーズのリサーチ項

目における診断意義の検討」の実施に関するお知らせ  
 

東京大学医学部附属病院検査部では，日常診療の質の向上を目的として，臨床検査法の精度改良

や異常値の解明など，さまざまな研究を行っております．今回，当院の診療情報や検査結果を抽出して

分析する臨床研究を実施することとなりました．本研究は，東京大学医学部附属病院検査部，企画情報

運営部，高知大学医学部附属医学情報センター，シスメックス（株）との共同研究です．本研究の目的，

内容は以下の通りになります． 
 
１．研究の目的  

自動血球計数装置を用いた血球検査は基本的な検査の一つであり，感染症や血液疾患の診断に有

用です．当検査部で使用している最新の多項目自動血球分析装置 XN シリーズ（シスメックス（株），以下

XN）では様々な研究用項目（以下，リサーチ項目）と呼ばれる測定値が出力されています． 
本研究では，東京大学医学部附属病院を受診された患者さんの診療を通じて集積された診療情報や

XN のリサーチ項目のデータを抽出し，データマイニング手法（※）を用いた分析を行うことによって，リサ

ーチ項目の臨床的意義や有用性について検討します．本研究によりリサーチ項目の有用性が確認され

れば，日常検査を行う中で情報量を増やすことができ，より正確な診断に寄与すると考えています． 
※データマイニング：大量のデータを分析し，新しい知識や規則性を見出す研究手法です．本研究で

は，データマイニング手法を用いて，検査データと様々な疾患との関連性を見出し，今後の医療に役立

てることを目的としています． 
 
２．方法  
 平成 27 年 7 月 1 日以降に，当院に入院もしくは外来受診された患者さんの診療情報が本研究の対象

となります．必要な診療情報のみ抽出し，患者さんの個人情報を削除して，別の番号で連結不可能匿名

化した後，解析に使用させていただきます．データの抽出・解析は，東京大学医学部附属病院内で行い

ます． 
抽出する診療情報は，①XN で測定した血液検査データおよびリサーチ項目，②診療情報システムに

保管された診療情報データ（検査データ，病名，入退院歴，外来受診歴，治療歴）になります．本研究は，

日常診療から集積された既存の診療情報を利用するものであり，新たに患者さんに負担が生じることはあ

りません． 
 
３．研究における倫理的配慮について  

本研究は，日常診療から集積された既存の診療情報を二次利用させていただくものであり，患者さん

の生命・健康に直接影響を及ぼすことはありません．本研究で利用させていただく診療情報は，患者さん

個人を特定できない匿名化情報として加工し，厳格に管理・保護いたします．個人情報が漏れることはあ

りません．研究成果は，医学の発展のために学会発表や学術論文発表などをさせていただくことはありま

すが，集団を記述したデータとし，患者さん個人が同定されるデータを公表することはありません．また，

研究対象に該当するか否かにより，実際の診療内容に影響することはありませんし，研究にご協力いただ

けない場合でも診療上の不利益を受けることはありません．なお，費用はシスメックス（株）との共同研究

費で行います．  
  



本研究についてご質問等がある場合，また，ご自身の情報を本研究に利用することにご了承いただけな

い場合は，お手数ですが，検査時に担当者までお申し出ください． 平成 29年 12月までは，同意の撤回

が可能です． 
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